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はじめに

１．現行の人口ビジョンにおける「人口の将来展望」

「鳴門市人口ビジョン２０２０」における目標人口

（出典）鳴門市人口ビジョン2020

（出典）社人研推計（2018年、2023年）より作成

　令和２年３月に策定した「鳴門市人口ビジョン２０２０」では、国立社会保障・人口問題研究所（以下「社

人研」という。）の地域別将来推計人口（２０１８年推計）などに基づき、２０４０年に４５，０００人の人

口を確保する将来展望を掲げ、人口減少対策に取り組んできました。

　その後、令和２年（２０２０年）国勢調査の結果や、社人研の地域別将来推計人口（２０２３年推計）が公

表されていますが、人口ビジョン作成の基礎となる社人研推計の２０１８年推計と２０２３年推計との比較に

おいて、２０４０年時点の将来推計人口では約２，５００人の乖離が生じており、人口減少スピードが加速す

ることが予想されています。

　こうした最新の人口動態等の現状を踏まえ、人口の将来展望の見直しに係る検討を行いました。

△約２,５００人
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第１章　鳴門市の人口

１．総人口の推移と年齢3区分別人口の推移

（出典）2020年までの総人口、年齢３区分別人口は国勢調査より。2025年以降の総人口、年齢３区分別人口は社人研推計を使用。

　本市の総人口は、１９９５年の６４，９２３人をピークにその後一貫して減少傾向にあり、２０２０年の国

勢調査では、５４，６２２人となっています。また、年齢３区分別の人口でみると、生産年齢人口（１５～６

４歳）は、１９８０年から１９９０年にかけて増加していましたが、１９９０年の４３，００８人をピークに

一貫して減少傾向が続いています。年少人口（０～１４歳）は１９８０年から一貫して減少傾向が続く一方、

老年人口（６５歳以上）は１９８０年から増加傾向にあります。１９９５年には老年人口が年少人口を、２０

４５年推計では老年人口が生産年齢人口を上回り、総人口の約４６％を老年人口が占めることが予測されてい

ます。
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２．人口ピラミッド
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（出典）1980年及び2020年は国勢調査より。2050年は社人研推計を使用。

　人口ピラミッドの変化を見てみると、１９８０年は年少人口や生産年齢人口が多く、老年人口が少ない「星

型」でしたが、２０２０年の人口ピラミッドは、年少人口と若年層が少なく、老年人口が膨らむ「つぼ型」に

変化しており、この４０年間で、人口減少や少子高齢化が進行していると言えます。

　２０５０年の推計では、男女とも７５～７９歳人口がピークとなっています。全体としてピラミッドが小さ

く、全世代において人口が縮小していくことが予想されています。
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第２章　鳴門市の人口動態

１．自然動態の推移

（出典）徳島県の推計人口

　自然動態の推移をみると、１９９５年までは出生数が死亡数を上回り自然増となっています。

　２０００年以降は死亡数が出生数を上回る自然減の時代に入り、近年では死亡数は増加傾向にある一方、出

生数は減少傾向にあり、△６００～７００人台で推移しています。
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１－１．出生数の推移

（出典）徳島県の推計人口

１－２．合計特殊出生率（ベイズ推定値）の推移

（出典）厚生労働省「人口動態保健所・市町村別統計」

　出生数は、１９８０年以降、増減を繰り返しながらも減少傾向にあります。２０２４年の出生数は２２０人

で、１９８０年の出生数の約４分の１となっています。

　鳴門市の合計特殊出生率は、全国及び徳島県より低く、全国や徳島県においても、結婚や出産に関する国民

の希望が実現したときに到達するとされる出生率である国民希望出生率（１．８）や、人口が将来にわたって

増えも減りもしない水準である人口置換水準（概ね２．０７）を下回っており、本格的な人口減少社会に突入

しています。
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１－３．未婚率の推移

（出典）国勢調査
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鳴門市における２０～３９歳の男女の未婚率の推移については、男女ともにおおむね上昇傾向にあり、２

０～２４歳以外の年齢層においては、全国及び徳島県の割合を上回っています。
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１－４．配偶関係の推移

（出典）国勢調査

　鳴門市における２０～３９歳の男女の配偶関係の推移については、男女ともに一貫して、有配偶率が下降す

る一方で、未婚率が上昇しています。２０００年から２０２０年までの２０年間で、男女ともに有配偶率は約

１０％減少しているのに対し、未婚率は約１０％増加しています。これは、近年になるほど、鳴門市内で結婚

する夫婦が減少していることを示しています。
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１－５．婚姻件数の推移

（出典）徳島県保健・衛生統計年報

１－６．出産年齢女性（15～49歳）の人口・有配偶数・出生数の推移

（出典）国勢調査、徳島県の推計人口

2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

14,157 12,873 11,766 10,873 9,313

7,835 6,635 5,858 5,195 4,265

533 430 424 369 274

　鳴門市における婚姻件数の推移を見ると、2010年代は200件台で推移していますが、2020年代になると100

件台での推移となり、減少傾向にあることが分かります。主な減少要因としては、2020年から発生した新型コ

ロナウイルス感染症の拡大により、人と人との交流が制限されたことが大きく影響していると考えられます。
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としたときの率で表示

鳴門市における出産年齢女性（15～49

歳）の人口及び有配偶数は一貫して減少傾

向にあり、それに伴う形で、出生数もおお

むね減少していることが分かります。
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１－７．母の年齢別出生数（2022年）

総数 19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45歳以上

228 3 23 65 69 55 13 0

100% 1.3% 10.1% 28.5% 30.3% 24.1% 5.7% 0.0%

（出典）徳島県保健・衛生統計年報

　2022年の鳴門市における母の年齢別出生数を見ると、30～34歳で出産する割合が最も高くなっています。

20代と30代で比較すると、20代での出生割合は38.6％、30代での出生割合は54.4％となり、20代よりも30代の

出生割合の方が高く、2022年に生まれた子どもの半数以上の母は、30代ということが分かります。このことか

ら、鳴門市では晩産化の傾向が進んでいると考えられます。

総数に占める割合

出生数（人）
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２．社会動態の推移

（出典）徳島県の推計人口

　これまでの社会動態の推移を見ると、１９９５年と２０００年以外はすべて転出者が転入者を上回る転出超

過となり、社会増減はマイナスとなっています。一方で、２０２０年から２０２４年までの近年においては、

社会増減のマイナス幅が縮小傾向にあり、転出超過について改善の兆しが見られます。
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２－１．年齢階級別人口移動の推移

（出典）国勢調査

　年齢階級別人口移動の推移を見ると、男性については２０１０年→２０１５年に転出超過が回復傾向にあり

ましたが、２０１５年→２０２０年には再び大幅な転出超過になっています。また、転出超過のピークについ

て、２００５年や２０１０年においては２０代前半ですが、２０２０年には２０代後半にスライドした結果、

転出超過となる年代幅が１０代後半～２０代前半から１０代後半～２０代後半にまで拡大することとなりまし

た。一方、女性については、年による変動はなく、一貫して、１０代後半～２０代後半で大幅な転出超過が発

生しています。なお、２０～３０代の転出超過数は、女性よりも男性の方が多くなっています。

　男女ともに見られる転出超過の要因について、１０代後半～２０代前半は大学等への進学、２０代前半～３

０代前半については就職・転職や結婚などが考えられます。
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２－２．若者回復率

（出典）国勢調査

　※回復率がマイナスとなるため「－」を記載

-142

-397

－

女　性

-40

-121

-161

-255

② 20 代増減人数

-246

-375

-305

-164

-469

　若者回復率とは、「１０代の転出超過数に対して２０代の転入超過数が占める割合」を指します。

　２０１５年から２０２０年にかけての鳴門市の若者回復率について、男性は１０代の転出超過数３７５人に

対し、２０代での転出超過数が４６９人、女性は１０代の転出超過数１６１人に対し、２０代での転出超過数

が３９７人で、いずれも回復率はマイナスの値となっています。そもそも男女ともに２０代で転入超過が発生

せず、１０代に引き続き２０代でも転出超過が継続しているため、若者の回帰志向を高める取組が重要と考え

られます。
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２－３．男女別人口移動の推移

（出典）徳島県の推計人口

　鳴門市への転入・転出数は、男女で比較すると、女性の方が男性よりも多いことから、女性の動態の方が活

発ということが分かります。また、転出超過数については、おおむね改善傾向にあると言えます。
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２－４．20～39歳人口の推移と将来推計

（出典）2020年までは国勢調査より。2025年以降は社人研推計を使用。

　２０～３９歳の人口は男女ともに１９８０年～２０２０年の４０年間で約半数になり、２０２０年～２０５

０年の３０年間でも、さらに約半数になることが見込まれています。
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３．転入転出の分析

（出典）住民基本台帳に基づく都道府県及び市区町村別詳細分析表 第３表及び第４表

（出典）住民基本台帳に基づく都道府県及び市区町村別詳細分析表 第３表及び第４表

　鳴門市から県外市町村への転出超過は、男女とも転出超過のピークが２０～２４歳となっており、特に女性

の方が突出して目立ちます。これは、就職や結婚を機としたものと考えられます。

　鳴門市から県内市町村への転出超過は、男性のピークが２０～２４歳で、女性のピークが３０～３４歳と

なっており、男女ともに２０代前半～３０代前半の転出超過が目立ちます。これは、就職や結婚を機としたも

のと考えられます。
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第３章　鳴門市の産業別人口

１．就業者数の推移

（出典）国勢調査

　鳴門市の産業別就業者数は、すべての産業において一貫して減少傾向にあり、２０００年から２０２０年ま

での２０年間で就業者総数は約２０％減少しています。就業者数の減少は経済にマイナスの負荷をかけること

から、特に新しいアイデアを持つ若者が減少すれば、市場の縮小による人の集積や交流を通じたイノベーショ

ンが生じにくくなることによって成長力が低下していくことが予想されます。加えて、労働力不足を補うため

に長時間労働が深刻化し、ワーク・ライフ・バランスも改善されず、少子化がさらに進行していくという悪循

環が生じるおそれがあります。こうした観点から、人口減少の影響として、社会保障制度や行政サービス、地

域公共交通や地域コミュニティへの影響も懸念されますが、持続可能な社会とするためには、地域経済の維持

は重要度が高く、そのためには労働力人口の増加などの量的な確保のほか、質的な向上も必要です。
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２．男女別産業別人口の状況

（出典）国勢調査

　２０２０年の就業者数を男女別に比較すると、男性は、製造業に就業している人数が最も多く、次いで卸売

業・小売業、農業・林業と建設業となっています。

　女性は、医療・福祉に就業している人数が最も多く、次いで卸売業・小売業、製造業、農業・林業と宿泊

業・飲食サービス業となっています。
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３．年齢階級別産業別人口の状況

（出典）国勢調査

　男女ともに、農業・林業や漁業においては、６５歳以上の就業者割合が４０%台後半となり、第一次産業の

高齢化が進行していることが分かります。また、鳴門市の産業人口構成は、２０代や３０代の若者世代に比べ

て、４０代や５０代の中高年世代が占める割合が大きく、若い世代の就業人口の拡大が課題となっています。
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４．通勤・通学の状況

（出典）国勢調査

　鳴門市民の県内における通勤・通学先の割合は、鳴門市５９．９％、次いで徳島市２０．５％、松茂町５．

５％の順となっています。また、県民のうち、徳島市１３．０％、藍住町５．６%、北島町５．５%、松茂町

４．８％の人が鳴門市に通勤・通学していることが分かります。これらのことから、鳴門市においては、市内

で居住し、市内に通勤・通学する割合が最も高いと言えます。
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第４章　国や徳島県の動向

１．まち・ひと・しごと創生長期ビジョンの改訂

　平成２６（２０１４）年１０月に策定された国の長期ビジョンである「まち・ひと・しごと創生長期ビジョ

ン」については、社人研の推計結果も踏まえ、令和元（２０１９）年 １２月に改訂されています。概要につ

いては次のとおりです。

（出典）「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン（令和元年改訂版 ）」より抜粋
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（出典）「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン（令和元年改訂版 ）」より抜粋
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２．とくしま人口ビジョン(2020年策定版)

　平成２７（２０１５）年７月に策定された徳島県の人口ビジョンについては、令和２（２０２０）年 ３月

に改訂されています。概要については次のとおりです。
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（出典）「とくしま人口ビジョン（2020年策定版 ）」より抜粋
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第５章　鳴門市の人口推計

１．人口推計シミュレーション

　国や徳島県の人口ビジョンと本市の人口の現状から、次のとおり自然増減・社会増減についての条件を整理し

ました。

自然増減・社会増減についての条件

（１）自然増減についての条件

①国の長期ビジョンに倣い、合計特殊出生率を２０３０年に国民希望出生率である１．８、２０４０年には人口

置換水準である２．０７を目指す場合。

② 徳島県の人口ビジョンに倣い、合計特殊出生率の仮定値を２０２５年に国民希望出生率である１．８、２０

３０年もしくは２０４０年には人口置換水準である２．０７を目指す場合。

③本市の人口動態からの現実的な観点から、国や徳島県のビジョンのように２０４０年に人口置換水準である

２．０７を達成することは難しいことから、２０４０年には、まずは国民希望出生率を確保することを目標とす

る場合。その場合、国民希望出生率については、最新の国の公表資料を参考に時点修正し１．６となります。

（※）

④直近１５年間における合計特殊出生率は減少傾向にある中で、本市の平均が１．３程度であるのに対して、全

国平均が１．３８、徳島県平均が１．４６であることを踏まえ、今後１５年間で合計特殊出生率１．４を目指

す場合。

※算定方法

「希望出生率」＝｛既婚者割合×夫婦の予定子ども数 ＋ 未婚者割合 × 未婚結婚希望割合 × 理想子ども数}×

離死別等の影響

               2010年( 0.34×2.07 ＋ 0.66 × 0.89 × 2.12 ) × 0.938 ＝1.828... ≒1.83

               2015年( 0.32×2.01 ＋ 0.68 × 0.89 × 2.02 ) × 0.955 ＝1.781… ≒1.78

               2021年( 0.30×2.01 ＋ 0.70 × 0.84 × 1.79 ) × 0.966 ＝1.599… ≒1.60

既婚者割合：総務省統計局「国勢調査」における18歳～34歳女性の総数と有配偶者数を元に計算。未婚者割合

は１－（既婚者割合）。

夫婦の予定こども数：社人研「出生動向基本調査」における夫婦の平均予定こども数から引用。

未婚結婚希望割合：社人研「出生動向基本調査」における18歳～34歳の女性のうち「いずれ結婚するつもり」

と答えた者の割合から引用。

未婚者の理想子ども数：社人研「出生動向基本調査」における18歳～34歳の女性の独身者（ 「いずれ結婚する

つもり」と答えた者）の平均希望こども数から引用。

離死別等の影響：社人研「日本の将来推計人口」における出生中位の仮定に用いられた離死別等の影響

（２）社会増減についての条件

　社人研によると、社会増減についてはその時々の経済情勢等の影響を受けることから一定のパターンや規則

性を見いだすことが難しいとされており、目標人口の算定にあたっては社人研の推計に準拠することをはじめ、

２０４０年には本市における転出傾向が高い１０代後半～３０代の社会増減が均衡となることを目標として設定

します。
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25～29歳

30～34歳

35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳
85～89歳
90～94歳
95歳～
（再掲）0～14歳

●年齢５歳階級別人口の見通し（人）

男女総人口
0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳

40,760 

44,000

45,000

43,000

42,000
54,622

41,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年

総人口のシミュレーション

パターン１（社人研推計準拠）

シミュレーション１（パターン１＋出生率国準拠＋2040年 10代後半～30代社会増減均衡）

シミュレーション２（パターン１＋出生率県準拠＋2040年 10代後半～30代社会増減均衡）

シミュレーション３（パターン１＋国民希望出生率1.6＋2040年 10代後半～30代社会増減均衡）

シミュレーション４（パターン１＋出生率1.4＋2040年 10代後半～30代社会増減均衡）

シミュレーション５（パターン１＋合計特殊出生率1.4）

（人）
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２．目標人口

　今回の人口の将来展望の見直しにおいて、自然増減に関する考え方については国や徳島県の人口ビジョンのよ

うに人口置換水準である２．０７を目標に掲げるのは難しいと考えられます。また、まずは２０４０年に国民希

望出生率１．６を目指すことも考えられますが、現実的な観点から同時期において、国や徳島県平均の合計特殊

出生率１．４を目指すこととします。

　２０４０年を目標にするのは、国や徳島県の人口ビジョンにおける目標年であることのほか、国民希望出生率

の算定基礎となる令和３年に実施された「出生意向調査」では、対象となる女性の年齢を１８～３４歳としてお

り、こうした対象世代のほとんどが１５年間で出生可能年齢の上限と言われる４９歳を迎えるため、２０４０年

を目標年に設定します。全国的な課題である出生率の低下に関して、国の動向も留意しながら、可能な限り結

婚・妊娠・出産・子育てなどの希望を叶える取組を進めることで、第一に２０４０年の合計特殊出生率１．４を

目指します。

　また、社会増減に関する考え方については、自然減対策の観点からも若い世代の確保が重要であることを踏ま

え総合的な社会減対策に取り組む必要がありますが、社人研によると、社会増減についてはその時々の経済情勢

等の影響を受けることから一定のパターンや規則性を見いだすことが難しいとされており、目標人口の算定にあ

たっては社人研の推計に準拠することをはじめ、２０４０年には本市における転出傾向が高い１０代後半～３０

代の社会増減が均衡となることを目標として設定します。

　第三期総合戦略では、こうした自然増減・社会増減対策の取組を推進することで、２０４０年の目標人口とし

て４１，０００人～４２，０００人程度と設定します。なお、目標人口を達成することで、生産年齢人口の割合

が２０５０年を転換点として回復傾向に転じ、一方で、老年人口の割合は２０５０年をピークに減少に転じるな

ど、人口減少スピードの緩和に加え、世代間の人口バランスの確保や人口の若返りにも繋がります。

40,760 

54,622

42,000

48,000

41,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年

鳴門市の目標人口

パターン１（社人研推計準拠） パターン２（独自推計①） パターン３（独自推計②）

（人）

【独自推計①】

・ 2025年以降、10代後半～30代における社会減

を改善し、2040年に移動均衡（転入転出０）

・ 2040年 合計特殊出生率 1.4

【独自推計②】

・ 2040年 合計特殊出生率 1.4
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0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90～94歳

95歳～
10.3% 9.3% 8.6% 8.6%

9.0% 9.3% 9.3% 9.0% 8.8% 8.8% 9.0%

54.4% 53.7% 53.0%
51.2%

48.3%
46.7%

46.0% 46.8%
48.3% 48.8% 49.0%

35.3% 37.0%
38.5%

40.1%
42.7%

44.0% 44.6% 44.2% 43.0% 42.4%
42.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年

年齢３区分人口の展望

年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 老年人口（65歳以上）

年少人口（割合） 生産年齢人口（割合） 老年人口（割合）

（人） （％）
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【参考①　転入・転出アンケート結果】 　※棒グラフは小数点以下第２位を四捨五入しているため合計しても必ずしも100とはならない。

◆転入アンケート

１．転入者アンケート回答者の内訳 ２．転入前の居住地

年代 人数

20歳未満 65

20代 168

30代 94

40代 55

50代 56

60代 25

70歳以上 30

未回答 126

合計 619

２－１．転入前の居住地（県内市町村の内訳）

２－２．転入前の居住地（県外ブロックの内訳）

方法：市民課窓口に転出届･転入届の提出に来られた方にアンケートを実施

期間：2024年３月～12月（10か月間）

46.7

9.4 9.0 7.8 7.1

3.5 2.4 2.0 1.6 1.6 1.2 0.8 0.4 0.4 0.4

5.9

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

％

34.3

14.0 14.0
12.4

5.8
4.5

2.1 2.1 1.2

9.5

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

近畿 海外 関東 四国 九州 中部 中国 北海道 東北 未回答

％

県内

41%

県外

39%

未回答

20%
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３．転入のきっかけ

３－１．転入のきっかけ（その他の理由）

４．転入の状況

起業・転職・就職・転勤

（自分の希望）等

34%

転勤

（勤め先の都合）

13%
結婚

13%

進学

5%

退職

6%

施設への入所

3%

農業・林業・漁業への就業

1%

その他

25%

18.4 

0.7 

1.3 

1.3 

1.3 

1.3 

1.3 

2.6 

2.6 

3.3 

3.9 

3.9 

5.9 

7.9 

9.9 

15.8 

18.4 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

未回答

地震対策

通勤に便利

鳴門が気に入った

手続き

技能実習

環境を変える

自己都合

一時滞在

引っ越し

子育て

家族がいる

実家へ戻る・両親との同居

家族の介護

留学

同棲・結婚予定・出産・別居・離婚

住宅購入・譲受・売却

％

Uターン

28%

Ｉ・Jターン

43%

未回答

29%
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◆転出アンケート 　※棒グラフは小数点以下第２位を四捨五入しているため合計しても必ずしも100とはならない。

１．内訳 ２．転出後の居住地

年代 男 性 女 性 不明 合 計

未就学 16 10 26

小学生 5 4 9

中学生 4 3 7

15～17歳 3 2 5

18～23歳 43 54 97

24～29歳 58 89 147

30代 62 43 105

40代 23 17 40

50代 16 18 34

60歳以上 16 23 39

合計 246 263 31 540

２－１．転出後の居住地（県内市町村の内訳）

２－２．転出後の居住地（県外ブロックの内訳）

県外

48%県内

46%

海外

6%

33.6

23.5

10.1
7.7

5.3 4.9 4.9
2.8 2.4

0.8 0.8 0.8 0.8 0.4 0.4 0.4 0.4

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

％

43.4

19.4

15.5

6.6 5.4 4.7

0.8 0.8
3.5

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

近畿 関東 四国 中国 中部 九州 北海道 東北 未回答

％
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３．転出前の居住地 　　　  ４．転出のきっかけ　※内訳数値との整合性を図るため合計100にはならない。

４－１．上図の内訳

５．将来鳴門市に戻る意向はあるか

仕事

52.3

生活・住宅

26.7

家庭環境

16.7

大学進学

1.8

子育て環境

0.5

未回答

1.8

戻る意向あり

12%

戻る意向なし

22%
分からない

66%

1.8

0.5

0.5

0.5

0.7

0.9

0.9

1.2

1.2

1.4

1.6

1.8

5.0

5.2

5.3

6.0

6.4

7.1

11.4

40.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

未回答

子育て環境

帰国

就職活動・実習

家庭の事情

自己都合

離婚・別居

実家から出る・実家へ戻る

施設入所・退所

市内は土地代、家賃が高い

親の介護

大学進学

買い物等が不便

新しく家を市外で建てる

津波災害に対して安全なところで住みたい

同棲・同棲解消

結婚

市外に家族や配偶者が住んでいるため

職場の都合

就職・転勤・転職・退職

％

撫養町

31%

鳴門町

23%

大麻町

21%

大津町

12%

瀬戸町

6%

里浦町

5%

北灘町

2%

%

%

%

%

%%
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　鳴門市への転入

　・県内からの転入 ≒ 県外からの転入

　・県内からの転入は、徳島市からの転入が約半数を占める

　・県外からの転入は、近畿からの転入が３割を占める

　・転入の理由は、仕事 ＞ 結婚・進学

　・転入の状況は、Ｉ・Ｊターンが４割を占める

　鳴門市からの転出

　・県外への転出 ≒ 県内への転出 

　・県内への転出は、徳島市、北島町、松茂町、藍住町への転出で約75％を占める

　・県外への転出は、近畿と関東への転出で６割を占める

　・転出の理由は、仕事＞生活・住宅＞家庭環境

　・将来鳴門市に戻る意向は、約７割が「分からない」

転入・転出アンケート結果まとめ
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【参考②　高校生アンケート結果】 　※棒グラフは小数点以下第２位を四捨五入しているため合計しても必ずしも100とはならない。

１．性別 ２．居住地

３．鳴門の良いところ、自慢できるところ、便利なところ（自由記述）

           
 

                   

方法：鳴門高校と鳴門渦潮高校の１年生～３年生 1,320名にアンケートを実施（回答者数：1,320名）

時期：2024年７月

市内

46%市外

53%

不明

1%

男

46%女

52%

不明

2%

23.8

14.0

12.4

10.1

5.7

5.1

2.9

2.3

2.2

2.1

2.1

2.1

2.1

2.1

1.6

1.4

1.3

1.2

1.0

0.9

0.7

0.4

2.5

0 5 10 15 20 25

自然が豊か

渦潮がある

食べ物がおいしい

海がある

観光名所がある

店が多い

スポーツする場所がある

特産物が豊富

特になし

大塚国際美術館

伝統・歴史・文化がある

関西圏・本州に近い

駅がある

交通の便が良い

住みやすい

空気がきれい

地域の人が優しい

静か

阿波踊り

治安がいい

田舎なところ

知らない

その他

％
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４．鳴門の残念なところ、足りないところ、不便なところ（自由記述）

５．鳴門の人口を増やすために必要なこと（鳴門市在住者限定）（自由記述）

24.7

23.9

23.7

5.1

3.6

2.8

1.9

1.6

1.5

1.1

1.0

1.0

0.9

0.9

0.8

0.7

0.7

0.4

0.4

0.3

0.3

0.1

2.4

0 5 10 15 20 25 30

交通の便が悪い

遊ぶところが少ない

商業施設が少ない

道路が悪い

特になし

田舎

何もない

人口が減少している

若者向けの施設が少ない

活気がない・栄えていない

観光地が少ない

町の美化意識が低い

治安が悪い

魅力がない

分からない

交通マナーが悪い

災害で不安

花火がなくなった

街灯が少ない

空き家・空き地が多い

人柄が悪い

学区制がある

その他

％

18.1

13.4

9.8

8.6

8.0

6.9

6.2

6.1

5.8

2.7

2.1

1.9

1.4

1.3

1.3

1.1

1.0

0.6

0.5

0.3

0.3

2.6

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

商業施設を増やす

遊ぶ場所・娯楽施設を増やす

鳴門の魅力をＰＲ

観光スポットを増やす

交通の便を良くする

子育て支援

住みやすい環境整備

魅力を増やす

若者に関心を持ってもらう

イベントを増やす

都会化する

移住者を増やす

分からない

経済支援

活気のある町にする

仕事を増やす

支援制度の充実

住宅地の整備

保育園・幼稚園を増やす

若い人を増やす

空き家対策

その他

％
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６．高校卒業後の居住地意向（複数回答可） ７．鳴門市内での就労意向

７－１．鳴門市内での就労意向「働きたくない」の理由（自由記述）

８．鳴門での定住意向（鳴門市在住者限定）

市内

9%

県外

50%

県内

（鳴門市以外）

18%

分からない

21%

不明

2%

働きたい

30%

働きたくない

66%

不明

4%

26.5

21.7

8.3

5.1

4.9

4.9

4.4

3.6

2.4

2.2

1.8

1.7

1.7

1.7

1.5

1.4

1.3

1.0

0.7

0.6

2.8

0 5 10 15 20 25 30

就きたい仕事がない

県外に出たい

何もない、田舎

地元（鳴門市外）で働きたい

自宅から遠い

生活に不便

交通の便が悪い

鳴門に魅力がない

賃金が低い

特になし

分からない

楽しくない

商業施設が少ない

なんとなく

就きたい仕事が未定

将来の夢があるから

様々な経験がしたい

鳴門の企業を知らない

人口が少ない

地震・津波が不安

その他

％

ずっと

住みたい

9%

一度は鳴門市外に

出てもいずれは

鳴門で住みたい

30%

住みたくない

27%

分からない

33%

不明

1%

38



８－１．鳴門での定住意向「ずっと住みたい」の理由（鳴門市在住者限定）（３つまで選択）

８－２．鳴門での定住意向「住みたくない」の理由（鳴門市在住者限定）（３つまで選択）

８－３．鳴門での定住意向「住みたくない」を選んだ方の居住意向地（県内）とその理由（鳴門市在住者限定）（自由記述）

25.3

15.1

14.4

14.4

13.0

6.8

4.1

3.4

1.4

0.7

1.4

0 5 10 15 20 25 30

家族・友人が近くにいる

出身地である

愛着がある

希望の就職先がある

自然環境が良い

治安が良い

イメージが良い

買い物が便利

教育環境が良い

交通の便が良い

その他

％

24.9

22.8

19.0

6.4

6.4

5.5

4.0

2.6

1.9

1.9

1.7

1.4

1.4

0 5 10 15 20 25 30

交通の便が悪い

買い物が不便

希望の就職先がない

出身地でない

愛着がない

行政サービスが不足

家族・友人が近くにいない

災害対策が不安

治安が悪い

教育環境が悪い

イメージが悪い

自然環境が悪い

その他

％

徳島市

50%

北島町

30%

藍住町

10%

つるぎ町

10%

●徳島市

・商業施設が豊富１件

・就職先がある１件

・便利２件

●北島町

・交通の便が良い１件

・商業施設が豊富２件

・便利１件

●藍住町

・交通の便が良い１件

・商業施設が豊富１件

●つるぎ町

・自然が豊か1件
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８－４．鳴門での定住意向「住みたくない」を選んだ方の居住意向地（県外）とその理由（鳴門市在住者限定）（自由記述）

　　　　※上位５位まで

９．希望する将来の職種（複数回答可）

大阪府

38%

兵庫県

36%

東京都

14%

京都府

7%

香川県

5%

2.3

1.1

4.6

14.8

4.5

7.8

0.6

2.2

1.8

1.5

0.9

0.8

3.7

2.3

2.3

6.0

0.8

0.6

12.6

10.3

4.9

6.6

4.0

2.9

3.0

0.1

1.0

3.1

3.4

0.3

2.0

1.5

0.1

0.7

1.7

5.2

11.5

3.4

8.7

8.0

0.8

23.2

7.2

2.0

6.0

3.7

3.4

12.5

12.5

12.5

12.5

37.5

12.5

0 5 10 15 20 25 30 35 40

農業・林業

漁業

建設業

製造業

電気・ガス

情報通信業

運輸業・郵便業

卸売業・小売業

金融業・保険業

不動産業

学術研究

宿泊業

飲食サービス

生活関連サービス

娯楽業

教育（幼小中高）

保育

学習支援

医療・福祉

公務（教育分野除く）

起業

不明

未定

その他

％

男 女 性別不明

●大阪府

・都会１３件

・様々なものがある３件

・交通の便が良い４件

・商業施設が豊富４件

・楽しそう４件

・進学先や就職先がある４件

・便利６件

・住みやすそう１件

・友人がいる１件

・好き２件

●兵庫県

・都会１３件

・交通の便が良い４件

・商業施設が豊富３件

・楽しそう２件

・便利２件

・住みやすそう４件

・大阪に近い２件

・支援が充実２件

・好き１件

●東京都

・都会２件

・楽しそう４件

・人が多い１件

・様々なものがある４件

・便利２件

・遊ぶところがある１件

・将来の夢のため２件

・稼げそう１件

●京都府

・都会２件

・商業施設が豊富１件

・進学先がある１件

・街並みがきれい１件

●香川県

・交通の便が良い１件

・住みやすそう１件

・都市化が進んでいる１件

・進学先がある１件
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10．仕事選びで重視すること（複数回答可）

11．将来希望する結婚の時期（複数回答可） 11－１．将来希望する結婚の時期「結婚しない」の理由

（複数回答可）

12．将来希望する子どもを持つ時期（複数回答可） 12－１．将来希望する子どもを持つ時期「子どもは持たない」

の理由（複数回答可）

やりがい

25%

人間関係

19%

所得

15%

安定

14%

興味・関心

14%

ワークライフ

バランス

12%

不明

1%

10代

1%

20代前半

31%

20代後半

39%

30代前半

6%

結婚しない

5%

分からない

16%

未回答

2%

自分の時間を

大切にしたい

31%

結婚生活（出産・

育児・夫婦関係）

に自信がない

23%

結婚の良さが

わからない

28%

金銭的に

負担がかかる

7%

その他

1%
不明

10%

10代

1%

20代前半

13%

20代後半

39%

30代前半

14%30代後半

2%

子どもは持たない

7%

分からない

20%

未回答

4% 子どもが嫌い

20%

子育てが不安・大変

30%

自分の時間を

大切にしたい

26%

仕事がしにくくなる

5%

金銭的に

負担がかかる

18%

その他

1%
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13．将来希望する子どもの人数（複数回答可） 14．鳴門市への愛着（鳴門市在住者限定）

14－１．鳴門市への愛着「とても感じている」の理由（鳴門市在住者限定）（複数回答可）

14－２．鳴門市への愛着「どちらかというと感じている」の理由（鳴門市在住者限定）（複数回答可）

0人

6% 1人

6%

2人

46%

3人

16%

4人

1%

分からない

23%

不明

2%

23.8

16.8

14.3

12.5

11.4

11.0

9.9

0.4

0 5 10 15 20 25

自然が豊か

家族・友人がいる

思い出がある

町の雰囲気が良い

出身地である

食べ物がおいしい

地域の人があたたかい

その他

％

25.8

18.3

17.8

13.4

8.7

8.7

6.1

1.2

0 5 10 15 20 25 30

家族・友人がいる

自然が豊か

出身地である

思い出がある

食べ物がおいしい

地域の人があたたかい

町の雰囲気が良い

理由の記載なし

％

とても

感じている

24%

どちらかというと

感じている

51%

あまり

感じていない

15%

感じて

いない

5%

不明

5%
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14－３．鳴門市への愛着「あまり感じていない」の理由（鳴門市在住者限定）（複数回答可）

14－４．鳴門市への愛着「感じていない」の理由（鳴門市在住者限定）（複数回答可）

15.鳴門市で住むことについて、市外在住の方におすすめしたいか。（鳴門市在住者限定）

15－１.鳴門市で住むことについて、市外在住の方に「おすすめしたい」の理由（鳴門市在住者限定）（複数回答可）

24.5

20.4

18.4

8.2

6.1

5.1

5.1

3.1

3.1

3.1

1.0

1.0

1.0

0 5 10 15 20 25 30

出身地でない

思い出がない

町の雰囲気が悪い

家族・友人がいない

理由の記載なし

自然が豊かでない

魅力がない

地域の人が冷たい

遊ぶところがない

なんとなく

食べ物がおいしくない

田舎

不便

％

25.0

16.7

12.5

8.3

8.3

6.3

6.3

4.2

4.2

4.2

2.1

2.1

0 5 10 15 20 25 30

出身地でない

思い出がない

食べ物がおいしくない

町の雰囲気が悪い

理由の記載なし

家族・友人がいない

自然が豊かでない

地域の人が冷たい

遊ぶところがない

なにもない

交通面が悪い

四国が嫌い

％

おすすめしたい

52%

おすすめしたくない

43%

不明

5%

38.6

17.4

16.4

13.2

12.7

1.0

0.7

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

自然が豊か

生活しやすい

地域の人があたたかい

食べ物がおいしい

町の雰囲気が良い

理由の記載なし

その他

％
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15－２.鳴門市で住むことについて、市外在住の方に「おすすめしたくない」の理由（鳴門市在住者限定）（複数回答可）

16.鳴門市の若者の転出傾向が高い理由（鳴門市在住者限定）（複数回答可）

17.どのような条件・環境が整えば、鳴門市に戻ってきたいと思ってもらえるか。（鳴門市在住者限定）（自由記述）

71.3

6.2

3.9

3.5

3.5

3.1

2.7

2.3

1.2

1.2

0.4

0.4

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

生活しにくい

町の雰囲気が悪い

魅力がない

地域の人が冷たい

交通の便が悪い

遊ぶところがない

理由の記載なし

自然が豊かでない

商業施設が少ない

食べ物がおいしくない

鳴門のことを知らない

災害が不安

その他

％

24.4

21.7

16.8

15.9

8.3

7.9

3.6

0.8

0.8

0 5 10 15 20 25 30

遊ぶところが少ない

都会への憧れ

交通の便が悪い

希望の仕事がない

生活しにくい

商業施設が少ない

理由の記載なし

地域の人が冷たい

その他

％

27.4

22.8

20.8

10.5

5.5

2.9

2.7

1.9

1.3

1.1

3.2

0 5 10 15 20 25 30

交通の便を良くする

商業施設を増やす

遊べる場所を増やす

生活環境の向上

就職先を増やす

若者へのＰＲを増やす

子育て支援

分からない

魅力を高める

観光スポットを増やす

その他

％
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18.将来、鳴門市を離れても鳴門市と関わりを持ちたいと思うか。

18－１.将来、鳴門市を離れても鳴門市と関わりを持ちたいと思う方が、鳴門市役所に期待すること（複数回答可）

19．もし市長だったら今後どういった取り組みを重視するか。（自由記述）

思う

45%

思わない

49%

不明

6%

35.5

26.4

19.7

16.4

2.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40

イベントやボランティア活動などを

開催してほしい

同窓会などみんなが集まるイベントを

開催してほしい

市の魅力や情報を定期的に

提供してほしい

鳴門市外でも鳴門の農産物や商品を

購入できる場を設けてほしい

その他

％

26.3

12.3

9.9

8.8

8.6

7.6

5.6

4.9

4.6

3.8

3.1

3.0

1.4

0 5 10 15 20 25 30

子育て支援

金銭面のサポート

商業施設を増やす

遊べる場所を増やす

イベントを開催する

若者向けの施策

鳴門の魅力をＰＲ

交通の便を良くする

市民の意見を聞く

住みやすくする

結婚支援

教育支援

都会化する

％
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【参考③　子育て支援に関するアンケート結果】

Ｑ１.あなたの年齢について教えてください。 Q２. あなたが養育している子どもは何人ですか。

Ｑ３. 子どもの年代を教えてください。（複数回答可） Ｑ４. 「なるとまるごと子育て応援パッケージ事業」という

　　　言葉を知っていますか。

           
 

                   

Ｑ５. 「なるとまるごと子育て応援パッケージ事業」という Ｑ６. 子育てに関して不安や負担などを感じていますか。

　　　言葉を何で知りましたか。

※棒グラフは小数点以下第２位を四捨五入しているため合計しても必

ずしも100とはならない。

方法：児童手当と子育て応援手当の対象者3,967名にアンケートを実施（回答者数：396名）

期間：2024年10月16日～12月1日

１人

30%

２人

43%

３人

22%

４人

4%

５人以上

1%20代

6%

30代

29%

40代

53%

50代以上

12%

知っている

43%

聞いたこと

がある

23%

知らない

34%

市公式ウェブ

サイト

11%

広報紙

54%

パンフレット

32%

市公式SNS

1%

その他

2%

楽しみや喜

びを感じる

ことの方が

多い

54%

不安や負担を感じる

ことの方が多い

31%

どちらでも

ない

14%

未回答

1%

０～５歳

23%

６～９歳

19%

10～12歳

17%

13～15歳

17%

16～18歳

18%

19歳以上

6%
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Q７.知っている事業を教えてください。（複数回答可）

Q８.現在の住所地を選んだ理由を教えてください。（複数回答可）

Q９.鳴門市に住みたい、または住み続けたいと思いますか。

8.3

6.3

6.3

5.3

5.2

5.1

4.9

4.4

4.1

4.0

4.0

3.9

3.9

3.7

3.2

3.0

2.1

2.0

1.9

1.9

1.8

1.7

1.6

1.6

1.5

1.5

1.4

1.3

1.3

1.3

1.0

0.5

0 2 4 6 8 10

新１年生ランドセル無償化

保育料無償化事業

小中学校等入学祝い金

インフルエンザ予防接種費助成事業

おむつ・粉ミルク等無償宅配事業

新生児出産祝い金

ファミリーサポートセンター利用料助成

なると結婚新生活スタート支援補助金

鳴門市版児童手当特例給付

不妊治療助成

子育て応援手当

なると定住促進住宅取得補助金

中学３年生応援給食費無償化事業

高校生等医療費助成

なると新婚世帯家賃補助金

結婚応援セミナー事業

不育症治療支援

病児・病後児保育広域利用助成

乳幼児ねんねケア事業

ママのための学び舎事業”ママビヤ”

市内企業おしごと体験事業

先輩に学ぶ「赤ちゃん授業」

結婚支援アイデアコンテスト事業

妊娠判定受診費用助成

地域婚活支援事業補助金

多胎妊婦健康診査支援

地域婚活支援重点事業

「ライフプランセミナー」

「葉酸」摂取サポート事業

奨学金制度

就学前の障がい児発達支援無償化

どれも知らない
％

29.8

26.5

13.9

8.2

7.1

4.4

2.5

2.3

0.5

0.4

4.4

0 5 10 15 20 25 30 35

自身の実家・実家の近く

配偶者の実家・実家の近く

職場の近く

子どもの小学校選択のため

住居取得費用や家賃が安い

交通の便が良い

就学前の子育て施策が充実している

子どもの中学校選択のため

子どもの高校選択のため

税金等公的費用が安い

その他

％

思う

54%

思わない

9%

わからない

33%

数年以内に鳴門市からの

転出を考えている

4%
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Q１０.子育て世代の転出人口の方が転入人口より多い要因は何だと考えますか。（複数回答可）

Q１１.あなたは子育てしやすい条件として何を重視しますか。（３つ選択）

Q１２.本市で、子育て世帯の転入や出生数を増加させるためには何が重要と考えますか。（３つ選択）

20.0

15.7

14.1

14.1

13.6

9.1

6.7

1.7

1.3

1.0

2.7

0 5 10 15 20 25

子どもの進学先選択で不利

魅力のある小売店・飲食店が少ない

就労先が少ない

子どもが遊べる屋内施設が少ない

交通の便が悪い

子どもが遊べる屋外施設が少ない

公的費用の負担感が大きい

住宅（賃貸）費用が高い

住宅取得費用が高い

分からない

その他

％

21.1

21.0

10.4

9.0

7.3

5.6

5.6

5.3

5.3

4.9

3.7

0.8

0 5 10 15 20 25

地域の治安がよい

子育て世帯への金銭的な支援がある

保育環境が充実している

子どもの遊び場が充実している

商業施設が近くにある

通学路で交通事故の不安が少ない

通学路で犯罪にあう危険が少ない

学校の学力が高い

困った時に相談できる人がいる、場所がある

学習支援が充実している

身近な公園が多い

その他

％

15.5

15.2

13.4

11.1

9.8

9.2

8.8

4.8

4.4

3.3

1.5

0.5

2.6

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

教育・保育の充実

子どもの進学先の質の向上

就労先の増加

魅力のある小売店・飲食店

公的費用の軽減

屋内施設の増設

交通の便の向上

住宅取得費用の軽減

住宅（賃貸）費用の補助

屋外施設の増設

不妊症・不育症関連施策の充実

特にない

その他

％
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Q1３.財政支援が最も必要と考えるのは、次のどの時期ですか。

結婚・新生活

開始時

1%
妊娠・

出産時

7%

新生児～就学前

18%

義務教育時

19%

義務教育終了後～

高等学校等通学時

55%
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